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＜連載＞ 

こんなのきました －参考調査課によせられたレファレンス－【31313131】 

      戦後ECO - 紙に描かれた門松を飾る -  
  

 
皆さんの地域では、お正月飾りはどうされているでしょうか。お正月気分も抜けか 

けた頃、次のような照会がありました。 

「「「「おおおお正月正月正月正月にににに飾飾飾飾るるるる門松門松門松門松のののの絵絵絵絵がががが描描描描かれているかれているかれているかれている紙紙紙紙のののの名前名前名前名前がががが知知知知りたいりたいりたいりたい。」。」。」。」    
私は門松の絵を飾る風景を見たことがなかったのですが、どうやら一部の地域のも 

のではないようです。早速調査を開始しました。 

まず、検索エンジン（Yahoo!等）で「門松」「正月」等をキーワードに検索すると、 

自治体で「門松カード」「紙門松」などが年末に配布（販売）されていることが確認 

でき、さらに、Nippon-Net（地方自治情報センター）等のサイト（Do-Links＞自治体･ 

官公庁関係）で「門松カード」「紙門松」で検索すると、全国的に配布されていること 

もわかりました。 

次に、何か国から通知があるのではと思い、「官報情報検索サービス」（インターネッ

ト上で官報を検索できる有料の会員制サービス）で、キーワード「門松」と入力し、先の検索で

得た昭和 30 年頃からの新生活運動に関連しているという情報から年代を特定して

検索しました。 

その結果、『官報資料版』36363636 号号号号（昭和 29 年 12 月 15 日）「資源愛護から門松の自粛は望ま

しい 農林省」、60606060 号号号号（昭和 30 年 12 月 15 日）「発足した新生活運動 総理府」に、「門松、 

クリスマスツリーの自粛 立てる場合は枝木を使いましょう。」、157157157157 号号号号（昭和 33 年 

12 月 11 日）「時の窓 創意と工夫で明るい生活―年末年始の新生活運動―総理府」に具体例 

で「紙門松の共同購入による代金で助け合い運動」が挙げられているのを確認しまし 

た。また、65656565 号号号号（昭和 31 年 3 月 1 日）「告知板」には、国土緑化運動として、農林省が 

門松の自粛について触れ、この運動を推進する中央機関が「国土緑化推進委員会」で 

あることが記述されていました。 

そこで、『国土緑化運動十五年』（国土緑化推進委員会 1965） 請求記号：519.85/KO 

をあたり、門松・クリスマスツリー自粛運動について、次の記述を確認しました。 
 

国土緑化推進委員会は、衆参両議院議員、学識経験者、林業関係各種団体、地方自治体、
その他民間機関などから構成され、政府機関も後援となり、昭和 25 年に衆参両院の決議に
も促され、結成されました。目的は、国民ひとりひとりの協力により、戦争によって緑を失
い、荒廃した国土に緑を回復させ、平和で文化的な国家を再建すること。 

 
国土緑化運動の推進によって昭和 28 年頃には国民に門松等の自粛の声が高まり、 

昭和 29 年 11 月、主婦連合会、全国知事会、地方自治団体の代表と協議の結果、こ 

の自粛運動を展開することになりました。農林省の官報での自粛への見解、マスコミ 

の取り上げ、世論の高まりと主婦連、新生活運動協会の積極的な協力により、鉢植え 

のクリスマス・ツリーや門松カードが街角に多く見られるようになったといいます。  

また、自粛運動実施要綱にも「門松カード、竹等の代替物を利用するよう指導する 

こと。」とあり、以上の調査結果を回答としました。 
 

ちなみに、国立公文書館 HP からデジタルアーカイブ・システムを検索すると、「門 

松とクリスマス・ツリーの自粛運動推進方御依頼について」（昭和３７年 11 月１３日国緑 

37 発第 775 号）の文書等がヒットします。内閣・総理府＞総理庁・総理府関係＞新生 

活運動等関係＞昭和 38 年度・新生活運動雑件 のカテゴリに含まれていることが分 

かりますが、内容は画面では確認できません。 

『無形の民俗資料記録第 13 集 正月の行事 3』 請求記号：382.1/MU/13 には、「印 

刷した小さな紙で代用」と、特定の名称は記述されておらず、また、「新生活運動」

に関係する資料を調査をしましたが、記述を確認することはできませんでした。 

紙の名前の照会でしたが、時代背景がわからないと調査が進まない一件でした。 
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＜連載＞ 

こんなのきました －参考調査課によせられたレファレンス－【32323232】 

      「コロナ」って何？ 
  

 
 太宰治の短編に「母」という作品があります（初出：雑誌『新潮』44 巻 3 号 1947.3、 

『ヴィヨンの妻』 新潮文庫 1950）。この終わりに 床の中で愚図々々していると、小 

川君が、コロナを五つ六つ片手に持って私の部屋にやって来た。 という記述があり 

ます。この“コロナ”とは何なのですか？という照会がありました。 

 語句の意味を調べる定石として『広辞苑』（岩波書店）、『日本国語大辞典』（小学館） 

等の国語辞典（NDC 813.1）や『現代用語の基礎知識』（自由国民社）等の用語辞典類 

（NDC 813.7）を調査しましたが、その意味として出てくるものは、“太陽大気の最外 

層”のことばかりで、文脈の“コロナ”の意味らしきものは見つかりません。 

次に、『太宰治大事典』（志村有弘、渡部芳紀編 勉誠出版 2005.1）等の、作家 

研究（NDC 910.268）に分類される資料をあたりましたが、手がかりもつかめませんで 

した。 

 そこで、もう一度作品の箇所を読み返し、何かの銘柄ではないだろうかと推測しま

した。作品の背景となる時代（昭和 20 年 8 月～21 年 11 月頃）を考え、戦後の昭

和時代を記した資料（NDC 210.76）にあたりました。 

 いくつかの資料を調査した中から『現代風俗史年表 昭和 20 年(1945)→昭和 60 

年(1985)』（世相風俗観察会編 河出書房新社 1986.9） 請求記号：210.76/G の、 

次の記述を確認しました。 
 

 [昭和 21 年]「ピース」登場 10 本入り七円で、「ピース」が発売された(1/13)。 
ただし、日曜、祭日のみの販売だった。また、「コロナ」も 10 円で発売(2/24)。 
一本一本のバラ売りもあった。（抜粋）   

 なるほど、たばこの銘柄であれば文脈が通じます。これで恐らく間違いないだろう 

と思いましたが、確定を求めて「太宰治記念館斜陽館」と「青森県近代文学館」へ問 

い合わせました。前者からは特定し兼ねるとの回答でしたが、後者からは『近代たば 

こ考』（大湊元千代著 サンプライト 1981.4 当館未所蔵）から、たばこ“コロナ” 

が発売された前後の記述等を詳細に示され、「「「「母母母母」」」」のののの最後最後最後最後にににに記記記記されたされたされたされた““““コロナコロナコロナコロナ””””はははは、、、、たばこたばこたばこたばこ    
のののの銘柄銘柄銘柄銘柄であるとであるとであるとであると思思思思われますわれますわれますわれます。。。。という回答をいただきました。 

  ちなみに“コロナ”は昭和 23 年度限りで製造中止となり、当時でもそれほど一般 

的な銘柄ではなかったように思われます。『たばこの本 「文芸春秋」増刊秋季号』(文 

芸春秋 1979) 請求記号：383.8/TA には、“コロナ”の箱を展開した写真が掲載さ 

れており、併せて照会のあった図書館への回答としました。もちろん、『近代たばこ 

考』も、その後古書店から購入し蔵書としました。 
 
 小説・エッセイなどを読んでいて、「この語句の意味は何だろうか。」と思うことは 

よくあります。一般的な固有名詞であれば辞典を調べれば解決できますが、特定な銘 

柄であれば、その時代には多くの人が知っている商品名などであっても、辞典などに 

は残らず、何十年も年月が経ってからでは「一体何のことやら…。」と悩むことがあ 

るのですね。最近 TV などにもよく出演されている石田衣良の著作（『池袋ウエスト 

ゲートパーク』（第 36 回オール讀物推理小説新人賞受賞作）等）には、“ナイキのエアマックス” 

“P ファンク”“U2”“T.K.”などなど、銘柄や特定ジャンルの固有名詞が続々出て 

きます。 

何十年か後、照会を受けた司書は悩むのだろうなぁ。  
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＜連載＞ 

こんなのきました －参考調査課によせられたレファレンス－【33333333】 

      数字の判別も大事な情報です 
  
 

日々、道内各地（道外も）の図書館からのレファレンスを受けていますが、当館だ 

けでは解決できないこともあります。プロセスをお見せする機会がほとんどありませ 

んが、他館から手助けしていただいて、回答に至ることも多々あります。 

お互い、協力し合ってこそのレファレンスということで、ご協力いただいて解決し 

た事例をご紹介します。 
 
読売新聞 31000 号に『頭のよくなるスポーツ』という見出しの記事はあるか？ 
 
その記事があれば、利用者は記事のコピーもほしいという旨のお話でした。 

読売新聞は原紙と縮刷版も当館にありますので、31000 号（昭和 38 年２月７日） 

の新聞を見て、確認すれば解決となるはずでした。 

内心、楽勝と思いながら、時間をいただいて現物を確認しました。しかし、記事は 

なし。原紙と縮刷版ともども前後数日分も目を通しましたが、それらしい記事はあり 

ません。暗雲立ち込める予感を胸に、照会元である図書館の担当者Ａさんに伺いまし

た。A さんは利用者と十分なレファレンス･インタビューをされていて、色々な情報 

が入ってきました。 

利用者はその記事のコピーを持って問い合わせてきたこと。そのコピーは拡大と切 

り張りをしていて号数の所が不明だが、読売新聞であることは間違いないこと。その 

記事には日付が入っていないこと。コピーは『頭のよくなる剣道』（松本幸夫著 日 

本出版放送企画 1992 年）から取ったものであることなど。 

問題の号数は最初の数字は「31」で間違いないが、続く３つの数字を「０」と推 

測して当館に問い合わせたということでした。問題は 31 に続く数字がわかれば解決

するはず。Ａさんと話した結果、問題のコピーを見て、可能性がある号数の新聞に当

たることにしました。しかし、送ってもらったコピーでは、数字の上の部分が欠けて、

判断できませんでした。インターネットで調べてみても、昔にそれらしい記事があっ

たことは判明しても、いつ頃の記事なのはわかりませんでした。 

そうなると、典拠となった資料にあたる他ないです。しかし、その資料は当館に所 

蔵しておりません。『頭のよくなる剣道』を道内で唯一所蔵しているＢ市立中央図書

館へ電話して、問題の記事の号数を判別してもらうよう、照会をしました。 

回答待ちをしている間に、手元にある記事の中で掲載年月日を特定できる情報はな 

いかと、目を皿のようにして、読んでいました。 

程なくＢ市立図書館から回答が来ました。「31999 号」ではないかという、こと 

でした。小さな文字だったので、拡大機で複数の職員の目で確認したそうです。 

一方、記事から「三十五年までは杉並区立中学校二十三校のうち剣道部のあったの 

は数校だったのに、五年たった現在」という文章を見つけました。おそらく昭和４０ 

年の記事だろうという当たりがつきました。読売新聞 31999 号の発行年とも重な 

るので、これでたぶん間違いないと、再び現物を確認しました。 

探している記事は読売新聞 31999 号（昭和 40 年 11 月 4 日）15 面にありました。 

十分なレファレンス・インタビューをしていたＡさんと、資料を所蔵していたＢ市 

立中央図書館の協力がなければまず、見つからなかったと思います。ご協力に感謝し 

ます。 
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＜連載＞ 

こんなのきました －参考調査課によせられたレファレンス－【34343434】 

       「亀の子」の作り方を知りたい 
  
 

「亀の子」って何でしょう。今回はタワシのことではありません。私にとっては初 

めて聞いた言葉で、どういったものなのか全くわかりません。 

電話の声は 50・６０代くらいでしょうか、ある女性からの問合せでした。話を伺 

ってみると、赤ちゃんをおんぶする時に、寒くないように掛ける小さい布団のような 

もののことをいうそうです。 

 赤ちゃんをおんぶしたり抱っこしたりした上から着ることのできる、ママコートと 

いわれるようなものかと思いさらに尋ねたところ、洋服ではなくて、どちらかという 

と着物の仲間とか和裁のなかに含まれるような感じのもの、ということで、そのあた 

りを手がかりに調査をはじめました。 
 

 『被服学事典』(朝倉書店 1997) 請求記号：593/HIによると、「亀の子半纏（かめのこ 

ばんてん）」の項に「乳幼児をおぶったとき、防寒のために用いる」もので、「幼児を 

おおう部分が亀の甲の形をしているためこの名がある」とあります。また、『服装大 

百科事典 上巻』(被服文化協会編纂 文化服装学院出版局 1969) 請求記号：593/F 

の「亀の子半纏」の項では、「子供を背負って、その上から掛ける防寒用の背負（し 

ょ）い半纏（おぶい半纏）の一種」で、「ねんねこ半纏を簡略にしたもの」であり、 

「綿を入れて亀の甲のような形に仕立て」たものと記述がありました。 
 

 きもの・和裁の分類（NDC：593）の図書に、寸法や、裁ち方・縫い方の載ってい 

るものがあり、貸出しました。 

 「亀の子型ねんねこ」「亀の子型ねんねこ半纏」等とも言い、通常のねんねこ半纏 

に比べると、袖が無いため活動的で、子どもを背負って働くときにも使いやすく、洋 

服の上から着るのにもそれほど違和感がないといったような紹介がされています。出 

来上がり図を見てみると、円みを帯びた綿入れ布団に、背負うための肩ひもが付いて 

いて、たしかに亀の甲羅のようです。それに、これを使えば暖かくおんぶしながら家 

事などもできそうです。 
 

 生活の中で和装が身近でなくなった私にとっては、知らない言葉にちょっとあたふ 

たとする一件でしたが、着物を身近に生活していた世代の方や、身のまわりに小さな 

お子さんをお持ちの方なら、もしかしたら亀の子がどんなものかすぐに思い当たった 

のかもしれません。 

 問合せを受けたのが昨年春ごろのことです。お孫さんが近々生まれるので、冬に向 

けて作ってやりたい、とのことでした。おばあちゃんに亀の子を作ってもらったその 

赤ちゃんは、いまごろ暖かく過ごしているにちがいないと、この冬の寒い日々にふと 

思い出します。 
  
参考資料： 請 ＝ 当館請求記号 
 
『和服裁縫 下巻 新版』 日本和裁士会 1982 請：593.1/W 
『和裁精義 中巻 普及版』 西村文子著 創英社 2000 請：593.1/W 
『和裁全書』 主婦の友社 1956  請：593.1/SH 
『きもの作り方全書』 大塚末子著 文化服装学院出版局 1961 請：593.1/O 
『きもの全書』 大塚末子著 婦人画報社 1957 請：593.1/O 
『最新和裁全書』 西田みさお編 金園社 1961 請：593.1/NI 
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＜連載＞ 

こんなのきました －参考調査課によせられたレファレンス－【35353535】 

      「特攻花」とはどんな花か 
  
 
 奇しくも、終戦記念の日に届いたレファレンス。太平洋戦争の末期、飛び立つ特攻 
隊員が空から蒔いた種子が黄色の花を咲かせる。この花を「特攻花」と呼んでいるが、正しく
は何と言う種類の花か、という質問。 

 この花は道内にも自生しているそうですが、話の出所はあいまいで、質問者の母親 

の伝聞ということでした。 

 俗称、通称の類であることは間違いなく、辞典（ことばてん）や百科事典の見出し 

になっているとは考えにくいので、ネットの検索エンジンで情報収集。単純に「特攻 

花」で検索するといくつかの情報がヒットしました。 

その中で代表的なものが、特攻基地があった鹿児島県鹿屋
か の や

市の広報を基にしたこん

な話。 

 「太平洋戦争中、特攻基地の置かれた鹿屋市周辺で咲きはじめたそうです。最初に

特攻隊が出撃した昭和 20 年３月に発芽し、最後の出撃となった同年６月に実を結ん

だことから、「特攻花」と呼ばれるようになったそうです。」 

 この記事ではオオキンケイギク（大金鶏菊）を指して特攻花としています。 

 さては、と思って新聞記事を検索すると、大阪の女子高生が特攻花の種をまいて大

事に育てているという記事（2006.8.15 付「朝日新聞」）がありました。きっかけ

になったのは、写真家・仲田千穂さんから特攻花にまつわる話を聞いたことで、ここ

ではテンニンギク（天人菊）、オオテンニンギク（大天人菊）を指しています。 

 また、別の記事（2006.6.9 付「西日本新聞」）では、大金鶏菊が特定外来生物に

指定され、栽培や運搬が禁じられたので注意を要するというものもありました。もと

は北米原産の多年生で、明治期に観賞用・緑化用として導入されたものだそうです。 

 特攻花がどのように持ち込まれたかについては、南方を転戦した飛行機の車輪に付

着した、あるいは帰還兵が持ち帰ったとする説、出撃の時に贈られた花を中継地の滑

走路に置いていったとする説などが伝えられているようです。                                               

一方、雑誌記事を検索してみると次の記事があります。 
 
  論  題：万世基地の真実の「特攻花」―黄色い戦後の外来種が“特攻花”とは？ 
  著  者：苗村七郎  

掲載誌：日本及日本人（通号 1639）[2000.盛夏] 
 

 論題からも分かるとおり大金鶏菊などを特攻花と呼ぶことや、これにまつわる様々

な物語を否定する内容です。自身、飛行隊員であった著者からすれば、特攻花は“桜

の花”以外にはないとする主張でした。 

 ここまでの調査で、特攻花と呼ばれるものの品種は特定できたので、植物図鑑を検

索するとカラー写真で確認できるものも多数ありました。 

 これらのことをまとめて回答し、調査は終わりました。 

 さて、この文を書くに当たってネット情報などを検索し直してみました。検索エン

ジンでのヒット件数は格段に増加し、特攻花物語は増殖していました。上の苗村氏の

主張も出ていました。戦争体験の風化がいわれる今、非戦を訴える素材として特攻花

の話が広められているようです。これが歴史的に実態のない、新たな“伝説”であっ

てはならないと思うのです。今後の推移を冷静に見ていきたいと思います。 
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＜連載＞ 

 市町村のみなさんからの発信 【22220000】～ こんなのきました ～ 
     

「風流を解さぬ男、万葉集を調べる」 
芽室町図書館 藤澤 英樹 さん 

 
 

QQQQ１１１１    万葉集万葉集万葉集万葉集４４４４，，，，５００５００５００５００首首首首のうちのうちのうちのうち「「「「つまやつまやつまやつまや」」」」というというというという言葉言葉言葉言葉のののの使使使使われているわれているわれているわれている歌歌歌歌はははは？？？？    
 

この質問は当館の常連さんからのものでしたので、いろいろな補足を向こうからし

ていただけました。この言葉には「夫婦の寝室」、母屋に対する「離れ」という二つ

の意味があるとのことでした。さらに物を知らぬ私、万葉集は４，５００首以上から

成るということを知り青ざめました。 

しかし現在はインターネットがあります。あれこれ叩いてみると万葉集検索システ
ム※ 1 なるものが見つかりました。訓読、原文、キーワードなどから引くことができ

るものです。キーワード「つまや」で検索すると７首が一覧で提示されうち６首が該

当することがわかりました。これを伝達することで終了と思いましたが・・・。 

 

Q2Q2Q2Q2    大伴家持大伴家持大伴家持大伴家持がががが越中守越中守越中守越中守としてとしてとしてとして赴任中赴任中赴任中赴任中、、、、妻妻妻妻をををを伴伴伴伴っていたかっていたかっていたかっていたか、、、、単身単身単身単身だったかをだったかをだったかをだったかを知知知知りたいりたいりたいりたい。。。。    
 

先の６首の中に大伴家持が歌ったものがあったのをこの利用者の方は先刻ご承知 

で、それを他の歌と比較して、意味に疑義がある枕詞と、続く「つまや」という言葉 

がどのような場合に使われるかを明確にすることが目的だったようです。 

大伴家持を調べればよろしいだろうと、詩歌の書架をぶらつくと、あったのが２冊。 

『万葉の人びと』犬飼孝著 新潮文庫、『萬葉集講座 第六巻』有精堂。それらによ 

ると赴任当初は一人でたいそう寂しい思いをしたらしいのですが、途中から妻が越中 

に来て都に戻るときは一緒だったとのことです。 

越中時代は歌人としての大伴家持にとって大切な時期で、とても多くの歌が越中時 

代に詠まれたそうです。 

そのことをお話しし、資料の貸し出しをして利用者の方はお帰りになりました。 
 

その数日後、お礼の言葉を書き添えた一枚の下書き原稿をいただきました。十勝の 
詩歌の定期刊行物※2 にその利用者の方が書かれる予定のものです。先の言葉を解説 

し、大伴家持の詩作時の状況に触れ、古典とは縁のない私でも楽しく読めるものでし

た。 

さらにその後、原稿の掲載された資料を受け入れし、自分が少しはお役に立てたか 

なと実感できました。図書館員に限らず、どんな職業でも人の役に立っているという 

ことを知るとき、やりがいを感じるものなのだと思います。最近、あるひとの言葉が 

面白かったので結びに使ってみます。 

「人のためにやるのが仕事、自分のためにやるのは趣味」。 

    

    
 

※1 http://www.inf.edu.yamaguchi-u.ac.jp/MANYOU/manyou_kensaku.html  
   システムの基本部分は山口大学教育学部卒業生の作成。 

「Do-Links＞主題別データベースからリンクしています。 

※2 『樹樹（きぎ）  13 巻 3 号通巻 51 号』(樹樹社 2007.10) 
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＜連載＞ 

 こんなことしました 【5555】 

   絵本作家をわが町へ ～ 講演会の10 年 ～ 
                           新得町図書館 菊地 幸一 さん 
          
 図書館行事で講演会を開催する際、誰に頼むか？また、候補者が決まっても、どの 

ように依頼したらいいか？で頭を悩ませたことはありませんか？当館では、10 年程 

前から絵本作家の講演会を開催していますが、ここでは、誰に、どのように依頼して 

きたか、その経緯を紹介させていただきます。 

10 年前に絵本作家による講演会を始めた頃は、管内でも比較的予算に恵まれた図 

書館が中心になって企画、開催し、当館のように予算の乏しい館は、そのおこぼれに 

あずかっているような状態でした。しかし、５年程前から、予算的に恵まれていた 

図書館も次第に削られ、とうとう事業費はゼロに…。 

そうなると、当然ですが、今までの全てお任せの状態から、自分たちで何もかもし 

なければなりません。今まで交渉にあたっていた方から、「出版社経由だと講演料も 

高くなるし、時間もかかるから、本人と直接交渉するのが一番いいよ」とアドバイス 

をいただき、あとは勇気と誠意あるのみと自分に言い聞かせ、直接アタックすること 

にしました。 

 当時は、もうインターネットがかなり普及し、HP を公開している絵本作家も多か 

ったので、まずは HP から手がかりをつかむことにしました。そして、初めて交渉し 

たのが、‘まめうし’シリーズや‘へんしん’シリーズなどでお馴染みのあきやまた 
だしさんでした。当時は、まだ講演活動をそれ程されて

いませんでしたが、快く OK していただきました。 

藤本ともひこさん (写真左)もこの方法で依頼しました。 

今でも藤本さんの HP には、次のように掲載されてい 

ます。 
        ◆2003 年 2 月 24 日 

北海道十勝新得町図書館絵本トークライブ。 
ホームページを見て、依頼してきた。 
すごい。嬉しい。 
 

 このように、HP からの依頼は、かなり有効な手段の１つと言えます。 

では HP のない場合は、どうしましょう？ その場合は、候補者を決めたら、以前 

開催した館に連絡先等を聞いて情報収集をするしかないと思います。当館では、川端 
誠さん (写真下)が、その例でした。2005 年、折からの落語ブームに乗り、川端さん 

にお願いしようと決めましたが連絡先がわかりません。以前ゆめっく館(由仁町)で開 

催したと聞いていたので池田さんに尋ねたところ、最近、 

北見市で呼んだらしいとの情報をいただき、早速、福村書 

店の相澤さんに問い合わせ、やっと判明した次第です。や 

はり、何事も人脈！普段からいろいろな人と交流を持つこ 

とが仕事をスムーズにすると改めて痛感しました。標茶町 

図書館の岸田純一さんや根室市図書館の松永伊知子さん、 

帯広市図書館の沼田陽子さんのように、多くの絵本作家の 

方々と交流されている方からの情報もたいへん参考になりました。 

もうひとつの方法は、‘友達の友達は、皆、友達だ…’ではありませんが、来てい

ただいた絵本作家の方に、次ぎのお友達を紹介してもらうという方法があります。 

当館の場合ですと、川端さんに村上康成さんを、昨年度のかさいまりさんは、村上さ 
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んに紹介していただきました。これは、確実でかなり有効な手段です。 

 また、予算上、単独館での開催が難しい場合は、近隣の図書館と共催で行うのも１ 

つの手段だと思います。当館でも、単独では難しいので、ここ数年は、３～５館の共 

催という形で行っています。 

このように紆余曲折を重ねながら、何とか 10 年続けて 

きたわけですが、やはり講師選択で一番重要なのは、情報 

収集力だと思います。インターネットからの情報もありま 

すが、やはり日頃からの他館との情報交換が一番ではない 

でしょうか。そして、情報を共有できるように、自らが情 

報発信することが大切だと思います。 
                                             （村上康成 氏 ） 
 

【10 年間の講師紹介】 

（新得町図書館 shin-lib@estate.ocn.ne.jp） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   （あきやま ただし氏 2001 年） 

 （あべ 弘士氏 1998 年） 
 
 

 
 （宮西達也氏 2000 年) 

                            
 
 
 
                           
 
 
（中川ひろたか氏・長谷川義史氏 2004 年）                             （かさい まり氏 2007 年） 

年 講 師 名 依   頼   方   法 
1998 あべ 弘士 TEL・FAX ご希望の館は、当館までお問い合わせください。 
1999 梅田俊作･佳子 TEL・FAX ご希望の館は、当館までお問い合わせください。 

2000 宮西 達也 
HP から依頼  
http://www008.upp.so-net.ne.jp/tats-home/ 

2001 あきやま ただし HP から依頼  http://www.akiyama-tadashi.com/ 
2002 
2003 藤本 ともひこ HP から依頼  http://www2.ocn.ne.jp/~tanukids/ 

2004 中川 ひろたか 

長谷川 義史 

HP から依頼 http://www.songrecords.com/index.html 
TEL・FAX ご希望の館は、当館までお問い合わせください。 

2005 川端 誠 TEL・FAX ご希望の館は、当館までお問い合わせください。 

2006 村上 康成 TEL・FAX ご希望の館は、当館までお問い合わせください。 

2007 かさい まり 
HP から依頼 http://kasaimari.com/ 
TEL・FAX ご希望の館は、当館までお問い合わせください。 



 - 9 - 

集合型 
          セッション       研修講座 
          演習成果報告      セミナー 
              

ネットワークコラ    通信講座 
ボレーション      eＬearning         

                         遠隔型 

≪特別寄稿≫ 

 レファレンス体験研修を参観して 
   
                   青山学院大学文学部教育学科 教授  小田  光宏 氏 
          

2007 年 11 月 22 日朝，道立図書館に向かうべく，大麻駅で列車を降りる。晴天，

午後からは雪になる模様。市町村図書館職員レファレンス体験研修（以下，体験研修）

を参観するのが目的である。十年近く前から，「レファレンスライブラリアンには，

どのような技能（知識・技術）が必要か」を研究テーマの一つにしてきた。特にこの

数年間は，「研修」に焦点を合わせ，レファレンスサービスに必要となる知識や技術

を効果的に習得するためのプログラムづくりを目指している。運の良いことに，「成

果共有型ネットワークを活用した図書館職員の技能育成に関する研究」という題目で，

科学研究費補助金を獲得することができた。そこで，全国で特徴的なレファレンス研

修を実践している図書館を訪問し，その実際を調べることが可能になった。今回の参

観はその一環である。 

 体験研修について知るまで，研修事例を下図のように整理してきた。横の軸は，研

修生ひとりひとりが研修に取り組む場合と，複数の研修生がチームを作り共通する課

題に取り組む場合とに分けた場合である。縦の軸は，研修生がどこかに集まって行う

場合と，離れた場所（所属している図書館や自宅など）で行う場合とに分けたもので

ある。 

     

 
しかし，体験研修は，これに当てはまらない。参観する前から予測していたが，実

際に訪れてはっきり分かった特徴が三つある。第一は，道立図書館での「実地」とい

う点である。第二は，「少数」（私が参観したときは，1 名！）の研修生を対象にして

いることである。第三は，研修生の希望に沿った「オンデマンド型」というしくみで

ある。これは，他に類をみない貴重な試みと感じ入った。第二の特徴を維持する上で

は，大々的には実施できないとは思うが，今後も長期的に続けてもらいたいものであ

る。それにしても，こんな研修の機会が用意されている北海道の市町村図書館が，羨

ましいかぎりである。 

 参観して，「なるほど」と手を叩いたことが二つある。一つは，「臨場感」とでも言

えばよいだろうか。研修を担当する参考調査課がある一角の隅の机で行われる。とき

おり，業務の電話が鳴り，少し離れた別の課の打ち合わせの声も聞こえる。そんな状

況のもとでの実践は，まさしく「体験」そのものとなっている。もう一つは，研修生

に対する講師の「現実的対応」である。言葉遣いはもとより，姿勢，物腰，視線など，

図書館の実務に携わってきた者としての懐の深さが伝わってくる。とかく講師と，上

段に振りかぶりがちであり，それがもとで，研修生との距離が生じることになる。そ

んなことが，少しも感じられない，穏やかな研修科目の連続である。これには脱帽，

そして，自分自身を顧みて反省。 

 窓の外で雪が舞う夕暮れになり，参観，いや，私自身も学習の一日が終了する。研

修生に修了証が授与される。拍手。その後，思わぬおまけが付いていた。私自身もし

っかり学習したと評価されたようで，特別修了証をいただいた。ありがとうございま

した。 

個
人
型 

協
同
型 
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レファレンスサービスレファレンスサービスレファレンスサービスレファレンスサービスにににに関関関関するするするする雑誌記事紹介雑誌記事紹介雑誌記事紹介雑誌記事紹介    
（２００７年１０月～２００８年１月分） 

※ 論題（記事名）、著者、雑誌名、出版者／編者 巻号、発行年月、掲載ぺージ の順に記載 

           （参考：国立国会図書館NDL OPAC 雑誌記事索引） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

１ れふぁれんす三題噺（その145）高知県・高知市病院企業団立高知医療センター図書室の巻 病

院図書室での一般利用者への情報提供 / 橋田圭介 『図書館雑誌』 日本図書館協会 102(1) 

(通号 1010) [2008.1]  p.48～49 
 

２ 第 22 分科会 図書館政策企画委員会 新しいステップへ--公共図書館におけるビジネス支援サ

ービス (平成19 年度(第93 回)全国図書館大会ハイライト) / 山崎博樹 『図書館雑誌』 日

本図書館協会 102(1) (通号 1010) [2008.1] p.36 
 

３ 高田高史のレファレンスひろば / 高田高史 『あうる』 図書館の学校 / 図書館の学校 編 

(80) [2007.12・1] p.42～45 
 

４ チャートで考えるレファレンスツールの活用（ステップ17）教育（4） / 大串夏身 『あう

る』 図書館の学校 / 図書館の学校 編 (80) [2007.12・1] p.46～49 
 

５ 科学技術分野のレファレンス・サービス--国立国会図書館の経験から / 桂木小由美 『日本農

学図書館協議会誌』 日本農学図書館協議会 / 日本農学図書館協議会 編 (148) [2007.12]  

p.1～4 
 

６ レファレンス記事索引 672～683 号(2007 年1～12 月)  『レファレンス』 国立国会図

書館調査及び立法考査局 57(12) (通号 683) [2007.12]  巻末p.1～3 
 

７ 高田高史のレファレンスひろば（新連載） / 高田高史 『あうる』 図書館の学校 / 図書館の

学校 編 (79) [2007.10・11] p.60～62 
 

８ チャートで考えるレファレンスツールの活用（ステップ16）教育（3） / 大串夏身 『あう
る』 図書館の学校 / 図書館の学校 編 (79) [2007.10・11] p.48～51 

 

９ 公共図書館における健康・医療情報サービスで有用な情報源の特徴と留意事項 (特集 健康・医

療情報と図書館) / 吉田倫子 『Lisn』 キハラマーケティング部 / キハラ株式会社マーケテ

ィング部 編 (134) [2007.11] p.6～10 
 

１０ れふぁれんす三題噺（その144）静岡県立中央図書館の巻 文化の丘の図書館から / 土屋雅彦  

『図書館雑誌』 日本図書館協会 101(11) (通号 1008) [2007.11] p.752～753 
 

１１ れふぁれんす三題噺（その143・機械工業図書館の巻）"機械工業図書館"という名前だけど--

技術系ではなく経済・産業関係の図書館 / 結城 智里  『図書館雑誌』 日本図書館協会 

101(10) (通号 1007) [2007.10]  p.690～691 
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１１１１    『『『『平成平成平成平成１９１９１９１９年度上川管内図書館協議会研究集会年度上川管内図書館協議会研究集会年度上川管内図書館協議会研究集会年度上川管内図書館協議会研究集会』』』』開催開催開催開催（（（（11/2211/2211/2211/22））））    

 11 月22 日（水）、旭川市中央図書館で平成19 年度上川管内図書館協議会研究集会が開催され

ました。当課西岡が技術研修で「図書館の行政支援について」をテーマとして、自治体で図書館が

活用されるべき分野や方法などについて講義しました。 
 
２２２２    日本図書館研究会北海道日本図書館研究会北海道日本図書館研究会北海道日本図書館研究会北海道ブロックセミナーブロックセミナーブロックセミナーブロックセミナー開催開催開催開催（（（（11/2411/2411/2411/24））））    

 11 月24 日（土）、恵庭市民会館で「ほんものの図書館を未来に伝えるために、市民とともに今

できることは何か」をテーマにセミナーが行なわれました。ゲストスピーカーとして中島興世恵庭

市長を迎え、図書館員、市民、研究者等が集まり「市民にサービスする図書館」から「市民ととも

に作る図書館」のあり方について話し合いました。 
 
３３３３    北海道公共図書館司書会研修会北海道公共図書館司書会研修会北海道公共図書館司書会研修会北海道公共図書館司書会研修会「「「「図書館図書館図書館図書館はどうすればはどうすればはどうすればはどうすればアピールアピールアピールアピールできるかできるかできるかできるか」」」」開催開催開催開催（（（（12/312/312/312/3））））    

12 月 3 日（月）、札幌市男女共同参画センターで、北海道公共図書館司書会が主催する「図書

館はどうすればアピールできるか」をテーマに研修会が行なわれました。石狩市民図書館の丹羽秀

人副館長をコーディネーターに、亜璃西社代表取締役の和田由美氏、キューブコーポレーション代

表取締役の河野明美氏、札幌篠路高等学校の塚田敏信教諭、当館から鈴木市町村支援課長をパネリ

ストに迎え、図書館の存在、役割をどう市民にアピールしていけば良いのかを協議しました。 
    
４４４４    平成平成平成平成１９１９１９１９年度北海道高等学校図書館研究会年度北海道高等学校図書館研究会年度北海道高等学校図書館研究会年度北海道高等学校図書館研究会開催開催開催開催（（（（1/71/71/71/7～～～～8888））））    
  1 月7～8 日の2 日間、かでる２・７の北海道立道民活動センターで、「『教育課程の展開に寄与

する』高等学校図書館とは何か」をテーマに、平成19 年度北海道高等学校図書館研究会が開催さ

れました。現在、統合・再編、新学科の設置など大きな変化の中にある道内の高等学校で、学校図

書館に何ができるかが話し合われました。当館からは資料課佐々木と当課宮本が参加しました。 
 
５５５５    道民道民道民道民カレッジカレッジカレッジカレッジ連携講座連携講座連携講座連携講座「「「「インターネットインターネットインターネットインターネット活用術活用術活用術活用術」」」」開催開催開催開催（（（（1/301/301/301/30））））    

１月３０日（木）、道立教育研究所附属情報処理センターで、道民カレッジ連携講座「インター

ネット活用術」を開催しました。今年度8 回目となる本講座は「図書館員が選んだおすすめサイト」

という題で、調べ物に便利なサイトを当館HP「Do-Links」から紹介したもので、15 名の参加を

いただきました。 
 
６６６６    「「「「わかりやすいわかりやすいわかりやすいわかりやすい健康健康健康健康にににに関関関関するするするする情報講座情報講座情報講座情報講座」」」」開催開催開催開催（（（（2/132/132/132/13））））    

２月１３日（水）、北海道医療大学総合図書館との共催で昨年１０月につづき、札幌サテライトキ

ャンパスにて「『認知症の新しいアプローチ』～健康情報を入手するための図書館活用術～」を開催

しました。同大学の阿保順子教授による認知症の講演、同図書館員によるWebサイト検索と大学図

書館の蔵書検索の紹介、当課佐藤による当館のご案内等を内容とする講座でした。 
    
７７７７    帯広市図書館帯広市図書館帯広市図書館帯広市図書館HPHPHPHPにににに「「「「ビジネスビジネスビジネスビジネス.com.com.com.com」」」」開設開設開設開設    
  帯広市図書館HP http://www.lib-obihiro.jp/に「ビジネス.com」が開設されました。帯広市図書 

館では、平成１８年３月から「ビジネス支援コーナー」を設置して、ビジネスに役立つ資料を積極

的に収集していますが、今回はネット上でその資料の探し方を分かりやすく解説しています。 
 
８８８８    実践女子大学実践女子大学実践女子大学実践女子大学HPHPHPHPにににに「「「「DoDoDoDo----LinksLinksLinksLinks」」」」紹介紹介紹介紹介    

 JLA 図書館実践シリーズ『インターネットで文献探索』（日本図書館協会）等を出版している実

践女子大学図書館HP の「図書・雑誌探索ページ」http://www.jissen.ac.jp/library/frame/index.htmに 

Do-Links がリンクされました。図書館蔵書目録 ＞ 総合目録 に位置づけられています。 
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   前号の正解 

  前号の「課員のつぶやき [19]」（パーキー・ミスプロナウンサー）で紹介した誤読例の正しい読みを 

まとめてお知らせします。 
 

・武者小路実篤 ムシャコウジサネアツ   ・豊臣秀吉 トヨトミヒデヨシ      ・東京都代々木 トウキョウトヨヨギ 

   ・浮気天国 ウワキテンゴク                  ・武蔵 ムサシ                      ・佐藤春夫 サトウハルオ 

   ・惨劇 サンゲキ                              ・天馬空を行く テンバクウヲイク 

   ・無人の野を行く ムジンノヤヲイク       ・輾転反側 テンテンハンソク    ・金字塔 キンジトウ 

   ・銭湯 セントウ                              ・謫居 タッキョ                    ・人参 ニンジン 

   ・立身出世 リッシンシュッセ               ・露伴 ロハン                      ・清水幾太郎 シミズイクタロウ 

   ・重量挙 ジュウリョウアゲ 

 

編集後記 
 
◇  今回の原稿もそうですが、最近、自分が過去に調べた事例を思い出す必要に迫ら 
れることが多くなっています。不思議と回を重ねることに、記憶の引き出しが開き 
やすくなっているので、驚きです。遅まきながら、脳トレをやってみようかと思い 
始めています。(や) 

 
◆◆◆◆    今年度最後の『Do-Re』、息切れをしながらもなんとか原稿を完成させました。 
今年度はかなり時間に追われるような１年で、文章もお見苦しいところがあったか 
もしれません。来年度は（異動がなければ）もっと余裕をもって文章を書ければと 
思っていますので、どうぞ『Do-Re』ともども末永くお付き合いのほどよろしくお 
願いします。(N) 

 
◇『Do-Re』の編集に関わるようになってまもなく 3 年になろうとしています。 
今回のレファレンス特集の中では、「NEWS」と「雑誌記事紹介」を担当しました 
が、図書館の新しいあり方を模索するニュースが多いように思われました。(T) 

 
◆ 最近、「啐啄同時（そったくどうじ）」という言葉が気になります。今年はじめからハ 
マっていたＮＨＫの土曜ドラマ「フルスイング」のある回では、「啐啄同機」とい 
う形でキーワードになっていました。「啐」は卵の中で雛が殻を突つく音、「啄」は 
親鳥が外から殻を突つくこと。本来は、禅宗で今まさに悟りを得ようという弟子に、 
師がすかさず教示を与えて悟りに導くことをいうそうです。（参考：『岩波四字熟語辞典』 

岩波書店 2002） 

レファレンス事例は、「啐」と「啄」の記録(?)。図書館は、知りたい要求にす 
かさず応えられる存在でありたいと思います。(Ｕ) 

 
◇ 今年度の最終号に漕ぎ着けました。いつものことではありますが、ご寄稿いただ 
いた皆様に心から感謝申し上げます。春も真近な時季なのに大雪に苦しめられる毎 
日ですが、もうしばらくの辛抱。今後ともよろしくお願いします。(S) 

 
◆ こんなのきました（レファレンス事例）の特集号です。 

ちょうど 1 年前に皆さんにご協力いただいた本誌のアンケート調査で、特集、記 
事に求めるもの という質問の断トツが「レファレンス事例」でした。この結果を受 
けての特集です。「市町村のみなさんからの発信」も、レファレンス事例を書いてい 
ただきました。「こんなことしました」では、本誌としては珍しく写真をたくさん使 
いビジュアルにまとめました。小田光宏先生には、大変お忙しい中（原稿は出張先の 

シンガポール“何と，気温は３０度”から送信）ご寄稿いただきました。 
最近いただく照会は、当館の所蔵資料だけでは解決出来ず、他の図書館や専門機 

関等の力をお借りするケースが増えています。道内の図書館の皆さんにも、日々ご
協力いただいています。本当にありがとうございます。(宮) 
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 Ｄｏ－Ｒｅ（どうれ） の由縁 
 
“どうりつとしょかんレファレンス”の 

略から名付けました。 

 しかしながら 

“どれどれレファレンス”からとの説もあります。 


